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30 

野党共闘で終盤白熱
主
要
9
党
の
党
芦
は
選
挙
殿

最
終
日
の
30日
、
全
国
各
地
で

景
抜
の
演
説
を
行
い
、
支
持
を

呼
び
か
け
た
。

「
選
挙
の
顔
J

を
選
挙
直
前
に
岸
田
文
雄
首
相

に
苔
え
て
臨
ん
だ
与
党
は
、
政

櫂
の
継
続
を
主
張
し
た
。
衆
院

選
で
初
め
て
、
娯
補
者
を
一
本

化
す
る
「
野
党
共
闘
」
を
実
現

し
た
立
憲
民
主
党
や
共
産
党
な

ど
野
党
側
は
、

9
年
間
続
い
た

自
民
党
政
治
か
ら
の
変
化
を
訴

え
た
。
野
党
共
闘
の
効
果
で
与

野
党
が
互
角
に
戦
う
接
戦
区
が

硝
え
て
お
り
、
選
挙
戦
は
白
熱

し
た
。口
困
危
機
感
強
め
首
相
、
次
々
接
戦
区
へ

選
挙
輯
最
終
日
の
党
首
の
訴
え

移動距霞は各党の発

F
ょ
る

道
府
県
の
68カ
所
を
回
っ
た
。

一
た
。

と
り
わ
け
ア
ピ
ー
ル
し
た
の
一
方
、
自
民
と
連
立
を
組
む

は
、
特
技
と
自
負
す
る
「
聞
く
公
明
党
の
山
口
那
津
男
代
衷

カ
」
だ
。
演
説
で
、
国
民
の
声
は
、
「
給
付
」
を
前
面
に
打
ち

を
つ
づ
っ
た
と
い
う
「
岸
田
ノ
出
す
訴
え
を
展
開
し
た
。

ー
ト
」
を
掲
げ
、
「
丁
寧
な
政

30
日
に
は
東
京
都
大
田
区
で

治
を
進
め
て
い
く
約
束
の
証
し
「
子
ど
も
た
ち
を
社
会
全
体
で

と
し
て
、
こ
の
ノ
ー
ト
を
棚
り
応
援
し
よ
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

し
め
て
い
く
」
と
繰
り
返
し
ジ
」
と
し
て
、

0
歳
か
ら
高
校

た
。
諒
明
責
任
を
避
け
て
き
た
生
以
下
の
子
ど
も
に

1
人

一
律

な
ど
と
批
判
を
受
け
た
安
倍

・

10万
円
相
当
の
給
付
を
実
現
す

菅
前
政
櫂
と
の
違
い
を
出
そ
う
る
と
語
っ
た
。

と
し
た
。

立
憲
が
政
権
を
取
っ
た
際
の

た
だ
、
選
挙
戦
が
進
む
に
つ
共
産
と
の
「
閣
外
協
力
」
に
つ

れ
て
様
相
は
一
変
し
た
。

い
て
も
触
れ
、
「
不
安
定
で
、

24
日
の
参
院
静
岡
選
挙
区
の
不
透
明
な
野
党
に
政
櫂
を
任
せ

補
欠
選
挙
で
「
勝
っ
て
当
た
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
支

り
前
」
と
訂
わ
れ
る
中
で
与
持
を
呼
び
か
け
た
。

党
候
補
が
敗
れ
る
と
、
首
相
公
明
は
接
戦
と
さ
れ
る
北
海

や
甘
利
明
幹
事
長
ら
は
党
本
道
10区
、
東
京

12区
に
注
力
し

部
に
集
ま
っ
て
情
勢
を
協
議
。

た
。
山
口
氏
も
公
示
後
、
北
海

候
補
者
を
一
本
化
し
た
「
野
党
道
に

2
度
入
っ
た
。
終
盤
の

2

岸
田
首
相
（
自
民
党
総
裁
）

一
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
j

と
訴
え

ー

こ
の
演
説
と
前
後
し
て
北
朝
共
闘
」
の
影
響
で
、
接
戟
に
持
日
間
は
小
選
挙
区
の
候
補
で
は

は
、
東
京

・
品
川
の
J

R
大

た

。

鮮
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
。

ち
込
ま
れ
て
い
る
約
的
選
挙
区
な
く
、
比
例
東
京
プ
ロ
ッ
ク
に

井
町
駅
前
で
最
後
の
演
説
を
衆
院
解
散
か
ら
投
開
票
日
ま
後
に
予
定
し
て
い
た
演
説
を
切
を
「
重
点
区
」
に
指
定
。
首
相
張
り
付
き
「
現
有
2
議
席
の
維

行
っ
た
。
安
倍
政
権
で
は
「
最
で
17
日
間
と
い
う
戦
後
晟
短
の
り
上
げ
、
東
京
に
と
ん
ぼ
返
り
は
28
、
29日
に
は
チ
ャ
ー
タ
ー
持
が
危
な
い
」
（
幹
部
）
と
し

後
は
秋
葉
原
」
が
恒
例
だ
っ
「
短
期
決
戦
」
を
選
ん
だ
。
19
し
た
。
松
野
博
一
官
房
長
官
も
機
で
重
点
区
を
中
心
に
移
動
、
て
、
異
例
の
対
応
を
取
っ
た
。

た
が
、
岸
田
政
櫂
は

一
新
。

日
の
第

一
声
は
福
島
市
の
温
泉
都
内
不
在
の
た
め
、
野
党
か
ら

10分
強
の
演
説
で
次
に
向
か
う
支
持
母
体
の
創
価
学
会
員
の
高

「
岸
田
カ
ラ
ー
」
を
打
ち
出
し
街
で
行
っ
た
。
昨
年
の
党
総
裁
「
危
機
宮
迎
よ
り
も
選
挙
を
重
な
ど
引
き
締
め
を
図
っ
た
。
演
齢
化
も
あ
っ
て
比
例
票
は
減
少

た
い
と
の
思
い
を
に
じ
ま
せ
選
で
も
訪
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
視
J

と
批
判
さ
れ
る
な
ど
、
出
説
で
も
「
共
産
党
と
協
力
し
よ
阻
向
で
、
自
ほ
の
「

8
0
0万

た
。

首
相
は
「
大
型
の
経
済
対
「
あ
の
と
き
の
応
援
が
あ
っ
た
ば
な
を
く
じ
か
れ
る
格
好
と
な
う
と
す
る
勢
力
が
外
交

•

安
全
票
」
に
向
け
た
新
た
な
票
の
掘

策
を
し
っ
か
り
用
意
し
、
コ
ロ
か
ら
こ
そ
今
日
の
私
が
あ
る
J

っ
た
。

保

g
を
進
め
ら
れ
る
の
か
J

と
り
起
こ
し
に
奔
走
し
た
。

ナ
対
策
も
し
っ
か
り
と
進
め
さ
と
呼
び
か
け
た
。

30日
ま
で
の
12日
問
で
24都
野
党
共
闘
へ
の
批
判
を
強
め
（
森
岡
航
平
、
太
田
成
笑
）

四
手
応
え
実
感

広島市

相
互
の
応
援
広
が
る

立
憲
民
主
党
は
、
共
産
党
を
こ
J

と
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
安

-
「
前
哨
戟
」
と
さ
れ
た
参
院
静
の
足
並
み
は
乱
れ
な
か
っ
た
。

一
同
性
婚
の
法
制
化
に
つ
い
て
、

含
め
て
候
補
者
の
一
本
化
を
進
倍

・
官
政
櫂
で
続
い
た
自
民
党
岡
補
選
で
の
野
党
系
候
補
の
勝
共
産
の
志
位
和
夫
委
員
長
は
「
自
民
党
で
は
20年
経
っ
て
も

め
た
「
野
党
共
闘
」
の
効
果
に
政
治
か
ら
の
変
化
を
訴
え
た
。

利
も
援
押
し
と
な
り
、
与
党
候
「
共
産
党
は
大
臣
の
ポ
ス
ト
が
で
き
な
い
」
（
福
山
氏
）
と
違

手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。
枝
野
野
党
に
と
っ
て
、
今
回
の
選
補
と
互
角
の
戦
い
を
演
じ
る
選
欲
し
く
て
や
っ
て
い
る
わ
け
じ
い
を
強
躙
。
野
党
の
支
持
が
弱

幸
男
代
表
は
最
終
日
の
30日
、
挙
戦
は
、
自
民
が
菅
袈
匹
前
首
挙
区
が
増
え
て
い
る
。

ゃ

な
い
。
日
本
の
政
治
が
良
く
い
と
さ
れ
た
若
者
ら
を
取
り
込

与
党
候
補
と
の
激
戦
が
続
く
首
相
か
ら
岸
田
首
相
に
「
選
挙
の
立
憲
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
公
式
ア
な
れ
ば
い
い
」
と
各
地
の
街
頭
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
も
重
ね
た
。

都
圏
を
回
っ
た
。

顔

」

を
変
え
た
直
後
に
始
ま
っ
カ
ウ
ン
ト
は
選
挙
戦
終
盤
、
で
訴
え
た
。
両
党
議
員
が
相
互
た
だ
、
立
憲
と
共
産
を
中
心

「
い
さ
と
い
う
時
に
命
と
専
た
。
さ
祝
儀
相
場
」
な
ど
で
「
人
気
が
な
い
こ
と
も
わ
か
つ
の
公
認
候
補
を
応
扱
す
る
場
面
と
し
た
共
閥
路
線
に
対
し
、
支

ら
し
を
守
る
政
治
へ
。
悶
す
、
官
政
櫂
時
よ
り
も
支
持
率
を
回
て
い
ま
す
」
と
し
た
上
で
、
が
各
地
で
広
が
っ
た
。

持
団
体
の
連
合
に
は
根
強
い
異

f
J

ま
か
す
、
改
さ
ん
す
る
と
い
復
さ
せ
た
自
民
を
前
に
、
政
党
「
い
ま
感
じ
る
こ
と
は
、
協
力
野
党
共
闘
の
追
い
風
の

一っ

論
が
あ
る
。
芳
野
友
子
会
長
は

う
い
い
加
減
な
こ
と
が
続
か
な
支
持
率
で
大
差
を
つ
け
ら
れ
て
し
た
私
た
ち
は
強
い
1
・
と
い
う
に
、
共
通
政
策
に
盛
り
込
ん
だ

29日
の
福
島
市
内
の
記
者
会
見

い

真

っ

当

な

政

治

へ

。

私

た

ち

い

た

。

こ

と

」

と

投

稿

し

た

。

与

党

側

ジ

ェ

ン

ダ

ー
平
等
が
「
国
政
選
で
「
共
産
と
距
離
が
近
づ
い
て

と

一
緒
に
変
え
よ
う
で
は
あ
り
立
憲
を
中
心
に
、
共
産
、
国
か
ら
、
立
憲
、
共
産
が
合
意
し
挙
で
初
め
て
大
き
な
争
点
に
な
い
る
こ
と
は
非
常
に
残
念
」
と

ま
せ
ん
か
」
民
民
主
、
れ
い
わ
新
選
組
、
社
た
「
閣
外
協
力
」
の
不
安
定
さ
っ
た
」
（
立
憲
の
福
山
哲
郎
幹
語
っ
た
。
今
回
、
結
果
を
出
せ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
民
な
ど
で
全
国
2
1
7の
選
挙
に
つ
い
て
、
「
立
憲
共
産
党
」

事

長
）
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

な
け
れ
ば
、
来
年
の
参
院
選
に

命
や
仕
事
を
失
っ
た
人
た
ち
の
区
で
候
補
者
を

一
本
化
し
た
。

な
ど
と
攻
撃
さ
れ
た
が
、
共
闘
選
択
的
夫
婦
別
姓
の
導
入
や
向
け
て
抜
本
的
に
見
直
し
を
迫
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制
に
穴
を
あ
け
た
い
」
と
改
革

§
]
、i;立m

を
訴
え
た
。（
南
彰
、
本
多
由
佳
）
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